年    月    日

国土交通省○○運輸局長  殿

申請者名              
代表者名              
○○地区物流連携効率化推進事業計画認定申請書

物流連携効率化推進事業計画の認定を下記のとおり申請します。
記

	申請者


	申請者名：


	
	代表者名：


	
	構成員：


	連絡先（事務局等）
	所在地（都道府県名も記載）：
〒

	
	担当者名：


	
	ＴＥＬ：


	
	ＦＡＸ：


	
	E-mail：



（様式記入例）
	１．物流連携効率化推進計画の名称

	○○地区物流連携効率化推進計画（仮称）


	２．○○市物流連携効率化推進事業計画の目的

	平成○○年○月○日に○○協議会が策定した○○地区物流連携効率化推進計画（仮称）の円滑かつ確実な実施を確保するため、同計画において実施することとされた事業の円滑かつ確実な立ち上げについて、同計画の計画期間の当初○年間（最大３年）において、特に、○○協議会が、物流連携効率化推進事業による支援を活用しつつ、取り組むこととする事業について、○○地区物流連携効率化推進事業計画として以下のとおりとりまとめ、計画的かつ効率的・効果的な実行を確保することとする。


	３．事業の種目

	①都市内物流効率化事業、②物流施設周辺物流効率化事業、③モーダルシフト推進事業のうちのいずれの事業であるかを記入。


	４．実施体制

	○○地区において共同輸配送の実証運行を行うにあたり、○○地区物流連携効率化推進協議会を核として下記の体制を整備する。
· 実施主体 : ○○地区物流連携効率化推進協議会
· 実施体制: 協議会事務局が実証運行に係る全体の調整を行うとともに、
       参加する主体の役割に応じて３つのチームを協議会の下に設ける。
（実施体制のイメージ）
　　　　　[image: image1.emf]




	５．事業概要（対象地域、期間、内容等）

	（例）
○○地区物流連携効率化推進協議会が策定した「○○地区物流連携効率化推進計画」に基づき、○○地区において、○○運送が、○○一丁目から四丁目に広がる○○商店街の全３０店舗について、共同輸配送の実証運行を行う。事業の実施に当たって、○○地区の○○社所有の上屋を賃借し、○○共同輸配送センターとして、当該地区における貨物の集配拠点とする。
・・・・・・

（地図等を添付）



	６．物流連携効率化推進事業計画の全体事業計画

	（１）全体事業計画の目標

	（目標）

物流連携効率化推進計画の目標を引用しつつ設定する等、事業実施期間（最大３年間）の計画全体での事業の総合的目標を設定。


	（評価事項）

（例）

・輸送ルートの集約等によるＣＯ２排出削減量
・輸配送の共同化による輸配送車両削減台数
・輸配送に関する共通ルール策定による、区域への流入車両の削減台数


	（２）全体事業計画の事業スケジュール

以下項目別に概ねの着手・実施期間を矢印（←→）、または横棒線（　　）で記載。

	事業の名称
	平成○○年度
	平成○○年度
	平成○○年度

	
	4月  9月  12月  3月
	4月  9月  12月  3月
	4月  9月  12月  3月

	例）

共同輸配送の
実証運行
	
	
	

	例）

共同輸配送の

本格実施
	
	
	

	例）

○○○の実施
	
	
	

	（３）全体事業計画の事業費等

	事業の名称
	総事業費

（見込み）
	国費

（見込み）
	地域の負担

（見込み）

	例）

共同輸配送の

実証運行
	千円
	千円
	千円

	例）

共同輸配送の

本格実施
	千円
	千円
	千円

	例）

○○○の実施


	千円
	千円
	千円

	小計
	千円
	千円
	千円


	７．物流連携効率化推進事業計画の各年度事業計画

	７－１．初年度（平成○○年度）事業計画

	（１）事業計画の概要（目標）等

	事業の名称
	事業の概要（目標）
	実行主体
	評価事項

	例）

共同輸配送の

実証運行
	例）

・○○地域で、共同輸配送の実証運行を行い、本格実施に向けての課題を明らかにする。
	例）

○○市

○○運送
	例）

・輸配送の共同化による車両削減台数

・流入車両の削減による商店街の活性化

	（２）事業費等

	事業の名称
	総事業費

（見込み）
	国費

（見込み）
	地域の負担

（見込み）

	例）

共同輸配送の

実証運行
	千円
	千円
	千円

	小計
	千円
	千円
	千円


	７－２．２年度（平成○○年度）事業計画

	（１）事業計画の概要（目標）等

	事業の名称
	事業の概要（目標）
	実行主体
	評価事項

	例）

共同輸配送の

実証運行
	例）

・○○地域で引き続き共同輸配送の実証運行を行い、昨年度の実証運行によって明らかになった課題の深堀を行う。
	例）

○○市

○○運送
	・輸配送の共同化による車両削減台数

・流入車両の削減による商店街の活性化

	（２）事業費等

	事業の名称
	総事業費

（見込み）
	国費

（見込み）
	地域の負担

（見込み）

	例）

共同輸配送の

実証運行
	千円
	千円
	千円

	小計


	千円
	千円
	千円


	７－３．３年度（平成○○年度）事業計画

	（１）事業計画の概要（目標）等

	事業の名称
	事業の概要（目標）
	実行主体
	評価事項

	例）
共同輸配送の
本格実施
	・○○地域で共同輸配送を本格実施し、商店街の回遊性を向上する。
	例）
○○市

○○運送
	・輸配送の共同化による車両削減台数

・輸配送の共同化によるＣＯ２排出削減量

・流入車両の削減による商店街の活性化



	（２）事業費等

	事業の名称
	総事業費

（見込み）
	国費

（見込み）
	地域の負担

（見込み）

	例）
共同輸配送の
本格実施
	千円
	千円
	千円

	小計
	千円
	千円
	千円


年    月    日

国土交通省○○運輸局長  殿

申請者名              
代表者名              
物流連携効率化推進事業計画変更認定申請書

物流連携効率化推進事業計画を下記のとおり変更したいので、申請します。

記

１．申請者名

２．変更の内容（新旧の対照を明示すること）

３．変更を必要とする理由

年    月    日

国土交通省○○運輸局長  殿

報告者名             
代表者名             
平成    年度における物流連携効率化推進事業の実施について
平成    年    月    日付け第    号で認定を受けた「○○地区物流連携効率化推進事業計画」に基づき、平成    年度も事業を行うこととするので、通知します。
実証運行





共同輸配送車の購入


荷さばき機器の購入





○○○の実施





○○○の実施








